
取組内容

 県立図書館
・こ れ ま で W i - F i 環 境 の無 か っ た 学

習室等 で学習 が で き る
・ 自宅 にW i - F i 環 境 が な い児童 ・ 生
徒 も１人１台端末 を活用 し た調 べ
学習 が で き る

 香々地・九重青少年の家
・こ れ ま で W i - F i 環 境 の無 か っ た 研

修室や宿泊棟 で イ ン タ ー ネ ッ ト を
使 っ た 活動 が で き る

 埋蔵文化財センター・
歴史博物館

・ 修 学旅行や社会見学等で１人１

台端末 を活用 で き る
・ 展示物 の二次元 コ ー ド を 読 み取れ
ば 、 端末 で バ ー チ ャ ル 学芸員 の説
明 を聞 く こ と が で き る

【教育庁】県立社会教育施設のWi-Fi環境整備による学びの充実

• 県立社会教育施設のWi-Fi環境の整備

ＤＸ推進の背景・課題

• R３から１人１台端末を活用し
た授業がスタート

• 県立社会教育施設では、1人1
台端末を活用した学習や体験活
動にはWi-Fi環境が不十分

これまでの成果
期待される効果

• 児童生徒が１人１台端末を学校外でも安全に安定したネットワーク環境で、学習や体験活動のDX化を
図ることができる。

ビジョン
ありたい姿

• 県立社会教育施設で安全に安定したWi-Fiが利用できることで、学習や体験活動が充実。
• R4年度利用者数（R4.7～）県立図書館2,201名、香々地青少年の家2,215名、九重青少年

の家2,235名の利用。各施設で月平均250名が利用している。※県立学校の端末は認証方法が異なるため、この数値には含まれない

事業の
概要

実施期間：Ｒ４年度～Ｒ５年度

プラネタリウムの大スクリーンに児童が作
成した画面を表示させ発表（香々地青少年
の家）

調べ学習の様子（県立図書館）


